
沼⽥城跡調査成果報告会 令和８年７⽉11⽇

近世の沼⽥城
⽂献担当 藤井 茂樹



はじめに 沼⽥城主の変遷
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１.倉内城から沼⽥城へ
天正壬午の変(天正10年) 真⽥⽒の動向

３⽉11⽇  武⽥⽒滅亡 ３⽉18⽇ 織⽥信⻑に⾂従
   ６⽉  2⽇ 織⽥信⻑⾃刃 (滝川軍の帰陣を⽀援)=

７⽉12⽇   北条⽒が信濃に侵攻   ７⽉ 北条⽒に⾂従

８⽉ 北条・徳川の対陣 ９⽉28⽇   徳川⽒に⾂従

10⽉28⽇   北条⽒沼⽥攻め、敗退        拠点構築
11年1⽉     信濃で上杉軍を撃退  11年2⽉23⽇ 沼⽥城築城に着⼿

                                                         ４⽉   上⽥城築城に着⼿

倉内城の確保



沼⽥城の築城記事 （№33部分/国⽴公⽂書館蔵「沼⽥記
事」）

●天正11年(1583)２⽉、本城ヲ東南ニ開、堀ヲホリ⼟⼿ヲ築、広間・書院・居
間・

料理ノ間・⼤⾨・裏⾨等ノ普請ニ打⽴
●河⽥⼭・師・後閑ニテ⽊伐リ城着ス
●⽯寄奉⾏⼩⼭⽥壱岐守、不動坂・奈良坂ヨリ引寄ル
●⼤⼯⽊挽処々ニ満チ、⽡焼別処ニ居ス
●⾜軽五百⼈、利根吾妻ノ百姓⼈⾜、処々ノ普請場ヘ割渡ス
●同年⼋⽉七⽇台所棟上、同⼗⼋⽇広間棟上、翌⽉⼗三⽇⼤⾨棟上、

屋敷⽴並ヘ同⼗⼆甲申年九⽉⼗五⽇移徒
●同⼗三⼄⾣年⼆⽉⼗⼆⽇ニ⼆・三ノ丸ヲ構へ、⼟⼿・升形ヲ築⽴、九⽉七
⽇
  ⾨建ツ、同⽉廿六⽇三ノ⾨建ツ、同年⼗⼀⽉普請成就ス （２年間）
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11⽉ 成就 ※「⻑国寺殿御事蹟」の箱にあった図という。廃城記事その他の表⽰は後筆か



昌幸が秀吉に⾂従、家康の与⼒⼤名に（柴辻俊六『真⽥昌幸』より）

天正13年８⽉ 真⽥昌幸、家康と⼿切れ。上杉⽒(景勝)と同盟
閏８⽉ 第⼀次上⽥合戦、徳川軍敗⾛

９⽉ 沼⽥を攻撃した北条軍が敗⾛
 15年3⽉ 真⽥昌幸が駿府城を経由し上洛、秀吉に謁⾒

秀吉の指⽰で家康の与⼒⼤名となる
↓
↓

北条⽒の沼⽥攻略が先鋭化 → 真⽥⽒の沼⽥城守備固め



稲姫を迎え奥御殿造営 （№34 国⽴公⽂書館蔵「沼⽥記事」部分）
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２，北条⽒の沼⽥攻めと秀吉の沼⽥領裁定
北条氏の悲願、沼田城の攻略 （加沢記より）
天正 7年 ５⽉ 御館の乱に乗じて北条⽒が沼⽥城奪取

 8年 6⽉ 武⽥⽒(真⽥昌幸)が沼⽥⼊城
10年 9⽉ 吾妻⼤⼾⼝から5000余騎

      10⽉ ⻑井坂城、阿曽城に5000余騎が攻めかかる
⽒直本隊が滝棚の原から倉内を攻める

13年 9⽉ ⽒直が3万8千騎で倉内城を攻めるが籠城を崩せず帰陣
14年 4⽉ 北条軍7万余騎襲来、籠城・夜討・洪⽔に苦戦し帰陣
15年 2⽉ 由良軍5千騎が襲来、沼須の原で撃退する

17年 ７⽉   秀吉の沼⽥領裁定で沼⽥城を受け取る



真⽥⽒の沼⽥城防備（「加沢記」より部分）
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北条⽒の沼⽥城普請 （「戦国遺⽂ 後北条⽒編」より部分）
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３.豊⾂信幸（之）の天守造営
秀吉の信任が厚かった信之

                                              天正17年  信之が家康に謁⾒      
18年   秀吉により沼⽥城へ

        ⽂禄3年3⽉ 伏⾒城普請
     11⽉ 官位叙任
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信幸、沼⽥城の天守
造営普請に着⼿



天守造営の記事（№46 「沼⽥記事」部分）
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川場吉祥寺に天守普請の水役を免除した、文禄5(慶長元)年3
月28日付、「真田信幸朱印状」 (川場村吉祥寺蔵)
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地
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か

天正期と思われる図の本丸 正保城絵図の本丸

・⻑国寺御事蹟に混じっていた図
・⼆階櫓の建つ⻄側が全⾯⽯垣
・南側⼟⼿の凹凸が逆
・本丸堀北と南に柵を設置。

・信之の天守造営時に“惣⽯垣増築”
・⽯垣⾼さ８間（6.5尺×8）＝15ｍ76㎝

その上に狭間を構えた⼟塀
・本丸堀の柵を撤去、ひとつながり
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平成28年度本丸堀跡調査
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⾦箔⽡は、菊紋・桐紋⽡の「赦免」制と連動か?

⽂禄４年８⽉３⽇公布
「御掟」５箇条、及び
「御掟追加」９箇条より抜粋

※⾦箔⽡の出⼟
確実な根拠はないが、秀吉が
「御赦免」した菊紋⽡や桐紋
⽡とセットで出⼟するケースが
多い。
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４.関ヶ原以後の増築、修改築(国⽴公⽂書館蔵「沼⽥記事」より部分）

【信之・信吉代の増改築】 （№51) 

慶⻑  9年(1604) ・⻄ノ三階・⽔ノ⼿⾨ノ普請ニ打⽴
   17年(1612)  ・三・四ノ丸ヲ割⽴、⼟⼿・升形ヲ築、観⾳堂ノ⻄ニ

     堤ヲ拵ヘ惣堀ヲホリ流レニナス

慶⻑19年20年（1614〜15）  ⼤坂冬の陣・夏の陣→豊⾂⽒滅亡

寛永  9年(1632)  ・表ノ三階普請ニ打⽴ 
11年     ・鐘楼が建つ（時鐘）・・（時鐘の銘⽂より） ・  ・  ・  城の完成
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【信直代の修改築】 （№53 №54)

万治元年正⽉     ・殿守三階、⼆・三・四ノ⾨修復
        7⽉     ・本丸ノ地形、惣堀、殿守修復ニ打⽴テリ

  ３年  ・天守・櫓・⽯垣等破損御修復、万治三⼦年有
   増成就す、此節瀧坂より⼟を取、地形五尺余

上る也  （沼⽥物語）

（寛⽂５年 ・川場⽤⽔に桜川の⽔を加えようとしたが失敗）
寛⽂10年            ・⼗⼈番所を建てる（沼⽥市史所収「家中役⼈諸事奉覚書」) 

延宝８年カ   ・⼤御⾨橋、三ノ御⾨橋、溜御⾨橋ヲ掛替ル
（沼⽥市史所収「家中役⼈諸事奉覚書」)



【万治２年の⼤⼯・左官⽀払記録】（加沢記紙背⽂書）

(６)⽉13⽇・⼤⼯賄ニ鯖七拾五⼊壱表買申候代、作右衛⾨渡ス
( ） ・しゃくわん(左官)⽂左衛⾨、忠右衛⾨、六⽉賄銭
(       ) 同⽇・⼤⼯まかない、さは三表かい申候代、後閑新左衛⾨渡ス
( ） ・しゃくわん⽂〔左衛⾨〕七⽉分、同断忠右衛⾨三⼈分
(     ) 同⽇  ・⼤⼯まかない、さは三表かい申候代、後閑新左衛⾨渡ス
(     )同9⽇ ・⼤⼯⼋左衛⾨、⼋⽉分まかない廿⼋⽇分
( ） ・⼤⼯賄にいわし五表買申候代
( ） ・⼤⼯⽮まつりさいニ成申候、さは六⼗本
( ） ・しゃくわん⽂左衛⾨、忠右衛⾨、⼋⽉ト三⼗四⽇分両⼈

ー以下略ー ※３⽉から10⽉までの⽀払いが書かれている



近世沼⽥城の景観（「沼⽥城破却記」他）

  ※天守＝城下を⾒下ろし領主の威厳を⽰すシンボル

本丸
天守  ⼤⾨  ⻄三階櫓  表三階櫓
広間  書院  料理ノ間  惣曲輪    
⻑屋  ⼗⼈番所 台所 ⽔ノ⼿⾨
⼟⼿（堤） ⼟⼿上の柵 鐘楼

 本丸の外
⼆ノ⾨  三ノ⾨  溜⾨  ⼤⼿⾨
⽔ノ⼿曲輪 煙硝蔵 橋（三カ所）
厩  御搗屋  升形  ⾺出  本丸堀
内堀 外堀  

猿ヶ京区有沼⽥城図



真⽥時代終末期の沼⽥城下 （川場村歴史⺠俗資料館所蔵）




